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安倍政権による民意無視
での辺野古新基地建設の
強行に抗議し、新基地建
設の中止と普天間基地の
閉鎖・撤去を求める意見書

可　
決

× ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × × × × —

南風原町職員の給与に関
する条例等の一部を改正
する条例

可　
決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ —

○：賛成　×：反対　欠：欠席　－：宮城清政議員は議長のため採決に加わっていません

新
基
地
建
設
の
中
止
と

普
天
間
基
地
閉
鎖･

撤
去

を
求
め
る
意
見
書

　

名
護
市
長
選
挙
、
県
知
事
選
挙
や
衆

議
院
選
挙
の
結
果
で
、
名
護
市
辺
野
古

へ
の
米
軍
新
基
地
建
設
の
中
止
を
求
め

る
県
民
の
民
意
は
明
確
に
示
さ
れ
た
。

　

し
か
し
政
府
は
新
基
地
建
設
に
向
け
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
を
辺
野

古
の
海
の
岩
礁
破
砕
許
可
区
域
内
外
に

投
入
し
、
自
然
環
境
を
破
壊
し
て
い
る
。

  

さ
ら
に
県
知
事
と
の
対
話
や
要
請
を

拒
否
し
、
新
基
地
建
設
作
業
を
強
行
し

て
い
る
。

　

本
町
議
会
は
海
上
保
安
庁
の
過
剰
警

備
を
止
め
る
よ
う
求
め
る
。

　

民
意
を
無
視
し
、
辺
野
古
沖
の
埋
め

立
て
作
業
を
強
行
す
る
政
府
に
抗
議
し
、

米
軍
新
基
地
建
設
の
中
止
と
、
普
天
間

基
地
の
閉
鎖
・
撤
去
を
強
く
要
求
す
る
。
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意
見
書
か
ら
一
部
抜
粋
し
て
い
ま
す

町
職
員
の
給
料
表
水
準
を

平
均
2
％
引
き
下
げ

勤
勉
手
当
も
導
入

給
与
条
例
の
改
正
ポ
イ
ン
ト

①
給
料
表
の
引
き
下
げ

　

人
事
院
勧
告
等
に
基
づ
く
給
料
表
の

改
正
で
す
。
高
齢
層
給
与
を
抑
制
し
、

給
料
表
の
水
準
を
平
均
2
％
引
き
下
げ

ま
す
。

②
勤
勉
手
当
を
導
入

　

勤
勉
手
当
は
各
職
員
の
勤
務
成
績
に

応
じ
て
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。
公
務

上
の
け
が
等
に
よ
る
休
職
以
外
の
休
業

が
一
定
期
間
あ
る
場
合
、
ボ
ー
ナ
ス
算

定
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

③
人
事
評
価
を
試
験
導
入

　

国
は
人
事
評
価
を
平
成
28
年
度
に
施

行
し
ま
す
。
町
は
体
制
づ
く
り
の
た
め

27
年
度
か
ら
人
事
評
価
を
試
験
導
入
し

ま
す
。
審
査
の
過
程
で
、
評
価
を
行
う

管
理
職
に
十
分
な
研
修
を
行
う
よ
う
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

賛否分かれる
賛否が分かれた議案とその内容を掲載します。

また、すべての議案の賛否は町議会のホームページで掲載します。


